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ご あ い さ つ 

 

 

                日本教育経営学会 第 62回大会実行委員会 

委員長 菅原 至（上越教育大学） 

  

日本教育経営学会第 62回大会（大会校：上越教育大学）は， 2022年6月3日（金）から

5日（日）までの３日間の日程で，オンライン開催いたします。  

本大会実行委員会では，「新しい教育の形と教育経営」をシンポジウムとして企画いたし

ました。今日的な課題の多様化（少子高齢化，学校の小規模化と大規模統廃合，貧困や特

別支援などの課題の複雑化等）は，教育の在り方に問い直しを迫っております。シンポジ

ウムではこうした問題に様々な立ち位置から向き合っているシンポジストによる提案や議

論が展開されるものと期待しております。 

本大会では，若手研究者のための研究フォーラム，30 件を超える自由研究発表，課題研

究，実践研究フォーラム等を予定しています。また，オンライン懇親会を開催いたします

ので，是非，ご参加いただき，旧交を温めたり，新たな交流をつくったりするような場と

なることを願っております。 

本大会は上越教育大学と共催での開催となります。また，上越市，妙高市，糸魚川市，

柏崎市の各教育委員会から後援をいただいております。本大会の開催・準備・運営等に，

ご支援・ご配慮いただきました皆様に，心からお礼申し上げます。 
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大 会 日 程 

 

 

【1日目】  6月3日 （金） 

13：00～15：00 

同 上 

同 上 

同 上 

15：15～17：15 

17：30～19：30  

紀要編集委員会 

研究推進委員会  

実践推進委員会  

国際交流委員会 

全国理事会 

〇若手研究者のための研究フォーラム 

【2日目】  6月4日 （土） 

  9：25～12：00 

12：00～13：30 

12：30～13：30 

13：30～16：30 

16：45～17：45 

18：00～20：00 

〇自由研究発表１～４ 

（昼休み） 

  シンポジウム打ち合わせ 

〇シンポジウム 

総会 

〇オンライン懇親会 

【3日目】  6月5日 （日） 

  9：25～12：00 

12：00～13：30 

12：30～13：30 

同 上 

13：30～16：30 

同 上 

〇自由研究発表５～８ 

（昼休み） 

 課題研究打ち合わせ 

 実践研究フォーラム打ち合わせ 

〇課題研究 

〇実践研究フォーラム 

 

※非会員の方は，〇印のついたイベントにご参加いただけます。 
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大会参加について（ご案内） 
 

１．参加申込み 

（１）開催方式 

 日本教育経営学会第 62回大会は，Zoomによるオンライン開催となります。スマートフォ

ンやタブレット端末からの参加は，チャット欄で配付される資料を受け取れない等の問題

が生じる可能性もあります。十分な通信環境でご参加ください。 

 

（２）大会参加申込み・参加費 

【会員】 

・申込みの必要はありません。 

・参加費は無料です。 

・５月下旬に，「参加者マニュアル」（ミーティング情報・リンクを含む）を研究大会用

ウェブサイト（https://sites.google.com/view/jasea2022/）に掲載予定です。会員の

皆様へは，学会事務局より，参加者マニュアルのパスワードをお知らせします。 

 

【非会員】 

・下の Peatixページから，５月 29日（日）までにお申込みください。 

・参加費は 1,000円です。 

・6月１日までに，研究大会用ウェブサイト（https://sites.google.com/view/jasea2022/） 

に掲載している「参加者マニュアル」（ミーティング情報・リンクを含む）のパスワ 

ードを登録いただいたメール宛てに送付いたします。 

 

https://jasea2022joetsu62.peatix.com/ 

（右記 QRコードからも Peatixページにアクセス可能です） 

 

※会員のみなさまには，本大会に興味・関心のある方に 

是非お声かけをいただきますようお願いいたします。 

 

２．大会参加方法 

５月下旬に，「参加者マニュアル」（ミーティング情報・リンクを含む）を研究大会用ウ

ェブサイトに掲載予定です。 

 

３．その他 

第 62 回大会では，紙媒体での「発表要旨集録」を配布せず，研究大会用ウェブサイトか

らダウンロードしていただきます。６月初めに，研究大会用ウェブサイトに掲載予定です。 

https://sites.google.com/view/jasea2022/
https://jasea2022joetsu62.peatix.com/
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 自由研究発表要領 
 

１．発表時間 

 自由研究発表の時間は，以下の通りです。 

(1) 発表者が１名の場合：発表時間 20分＋質疑 5分（計 25分） 

(2) 発表者が複数の場合：発表時間 40分＋質疑 10分（計 50分） 

(3) 共同討議の時間は 25分です。 

※共同研究の場合には，プログラムのお名前に〇印を付した方が口頭発表者になります。 

 

２．発表方法 

今大会はZoomでの開催となります。発表者は，事前に「発表者マニュアル」をご確認頂き，

指定された方法での発表をお願いいたします（「発表者マニュアル」は，５月下旬にメールで

お送りします）。 

 

３．発表資料 

発表当日にチャット欄を通じて資料を配布することができます。ただし，この場合には容量

やファイル形式等にご配慮ください。できるだけ事前提出のご準備をお願いいたします。（提出

方法の詳細につきましては，「発表者マニュアル」に記載いたします。） 

 

４．発表の取り止めについて 

万一，お申込いただいた発表を取り止める場合は，必ず事前に大会実行委員会の下記ヘルプ

デスクまでご連絡ください。発表者が欠席の場合は，発表時間の繰り上げはせず，質疑・休憩

の時間に割り当てます。 

発表者は，指定発表開始時間にかかわらず，分科会開始時刻の 15分前までにご入室ください。

確認，質問事項がありましたら，下記ヘルプデスクまでお問い合わせください。 

なお，今大会では，発表要旨集録の発行をもって発表したものとは見なしません。発表者ご

本人の通信トラブルにより発表ができなかった場合も同様ですので，安定した通信環境をご準

備ください。 

 

 

 

 

ヘルプデスク（発表の取り止め／技術的なお問合せ）  

メール： jasea2022@juen.ac.jp 

Phone:    025－521－3372（清水雅之研究室） 
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【1日目】 6月3日 （金） 17：30～19：30 

 

若手研究者のための研究フォーラム 
 

若手研究者が考える教育経営学研究の現在地と展望 

 

【趣旨説明】 

若手研究者のための研究フォーラム（前身「若手研究者のためのラウンドテーブル」）は，これまで若手研究

者を取り巻く研究環境や，若手から見た教育経営学における新たな研究課題および方法，教育経営学の知的蓄

積の継承と刷新をテーマに議論を重ねてきた。 

そもそも，時代や社会の影響により，若手研究者は，先行世代とは異なる研究上の問題意識や着眼点を有す

ることも少なくない。そしてそのことが，教育経営学研究における現在地や展望の捉え方にも影響すると思わ

れる。また，これまでにも，先行世代の参加者からは「若手が最初から教育経営研究のあり方を無理に考え，

若手が教育経営学を背負いすぎている」との指摘を得た。以上から，若手自らの研究の着眼点を共有・議論す

るなかで，そこから教育経営学研究のあり方を模索する必要性があることを確認してきた。 

 そこで，今年度の若手研究者のための研究フォーラムでは，若手研究者自身の研究における問題意識や着眼

点を手掛かりとして，そこから教育経営学研究の現在地と展望について探究を進めることとしたい。そのため，

議論の柱は，次の2点とする。 

 第一は，自身の研究をどう位置づけ，いかなる着眼点・研究方法から，どのような問題に光を当てて研究を

進めているのかについてである。若手研究者固有の着眼点や問題意識，葛藤などについて，議論する契機とし

たい。 

 第二は，なぜ日本教育経営学会に入会したのか，教育経営学に対してどのような思いや期待を有するのかに

ついてである。自身の研究における問題意識や着眼点等を踏まえて，教育経営学の展望について意見交流を行

いたい。 

 登壇者は，これまで焦点が当たりにくかったが，時代的・社会的に重要になっている問題に光を当てようと

している下記 3名の会員にお願いをした。登壇者の話題提供を踏まえて，上記 2つの議論の柱をトークテーマ

にして，参加者全体で議論を行いたい。 

 

【話題提供者】 

１．武井 哲郎（立命館大学）：フリースクール経営のリアリティ分析とその意義・限界 

２．佐久間邦友（日本大学）：教育経営学研究において「教育産業」をどのように扱うのか 

３．原北 祥悟（崇城大学）：非正規教員の任用実態分析の課題と可能性 

 

【司会】田中 真秀（大阪教育大学），山本 遼（大分大学） 

なお，今期・第五期（2022～2024）は，ワーキンググループを設置し，具体的な企画・運営を進めている。 

WGメンバー：山本遼（大分大学），西野倫世（大阪産業大学），榎景子（長崎大学），田中真秀（大阪教育大

学），原北祥悟（崇城大学），古田雄一（筑波大学），末松裕基（東京学芸大学 *若手ネットワーク担当：全体

調整・理事会報告を担当） 
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【2日目】 6月4日 （土） 9：25～12：00             

 

自由研究発表 1 
 

 【司会】 榎  景子（長崎大学） 

    佐藤 博志（筑波大学） 

 

 

9:25～9:30 司会挨拶 

9:30～9:55 アメリカ新任校長に対するメンタリング導入の背景と構造的特質 

〇八尾坂 修（玉川大学） 

9:55～10:20 イギリスにおけるTeaching Assistantの役割変容の現状と課題 

〇植田 みどり（国立教育政策研究所） 

10:20～10:45 米国チャータースクール制度におけるオーソライザー評価の実態に関する研究 ―

Minnesota Authorizer Performance Evaluation System（MAPES）に

おける事例分析― 

〇湯藤 定宗（玉川大学） 

福本 昌之（広島市立大学） 

諏訪 英広（川崎医療福祉大学） 

10:45～11:35 校長職の Journey に関する米・英・NZ・豪州の事例検討 ―校長職任用以降

professional developmentがいかに図られているか― 

〇髙妻紳二郎（福岡大学） 

〇植田みどり（国立教育政策研究所） 

〇高橋 望 （群馬大学） 

〇照屋 翔大（沖縄国際大学） 

大野 裕己（滋賀大学） 

山下 晃一（神戸大学） 

浜田 博文（筑波大学） 

11:35～12:00 共同討議 
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【２日目】 6月４日 （土） 9：25～12：00  

 

自由研究発表２ 
 

 【司会】 臼井 智美（大阪教育大学） 

    倉本 哲男（横浜国立大学） 

 

 

9:25～9:30 司会挨拶 

9:30～9:55 教師の視線配布行動の科学的解明：授業における教員の視線と動線の可視化を

手がかりに 

〇森脇 正博（京都教育大学附属京都小中学校） 

亀井 俊智（コニカミノルタ（株）） 

9:55～10:45 教員と専門スタッフとのチーム体制構築に関する研究―校長を対象とする質問紙

調査より― 

○佐久間邦友（日本大学） 

〇諏訪 英広（川崎医療福祉大学） 

○川口有美子（公立鳥取環境大学） 

10:45～11:10 リフレクションをテーマにした校内研究の可能性 

〇細谷 邦弘（横浜市立幸ヶ谷小学校） 

11:10～11:35 教師エージェンシーの促進要因に関する考察－事例校分析を通じて－ 

◯千々布敏弥（国立教育政策研究所） 

11:35～12:00 共同討議 
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【2日目】 6月4日 （土） 9：25～12：00             

 

自由研究発表３ 
 

 【司会】 篠原 岳司（北海道大学） 

      福本みちよ（東京学芸大学） 

 

 

9:25～9:30 司会挨拶 

9:30～10:20 教職大学院におけるカリキュラムの変革とスクールリーダー教育者の役割に関す

る考察 

〇山本 遼 （大分大学） 

〇熊丸真太郎（大分大学） 

〇金川舞貴子（岡山大学） 

曽余田浩史（広島大学） 

曽余田順子 

10:20～10:45 ピーター・グロン(Peter Gronn)のスクール・リーダーシップ論～分散型からハイ

ブリッドへの展開に着目して～ 

〇織田 泰幸（三重大学） 

10:45～11:10 教務主任のミドルとしてのリーダーシップに関する一考察―X 県小中学校の教務

主任を対象とした調査を通して― 

○加藤 崇英（茨城大学） 

髙野 貴大（茨城大学） 

11:10～11:35 共同討議 
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【2日目】 6月4日 （土） 9：25～12：00             

 

自由研究発表４ 
 

 【司会】 武井 哲郎（立命館大学） 

  仲田 康一（法政大学） 

 

 

9:25～9:30 司会挨拶 

9:30～9:55 総合的な学習／探究の時間の活性化に影響する校長の取組 

〇岩﨑 保之（京都女子大学） 

9:55～10:20 中学生の社会的有効性意識を高める学校経営と教育活動に関する事例研究 

〇大林 正史（鳴門教育大学） 

10:20～11:10 高知市における学校・地域の「プラットフォーム」化に向けた実践と課題 

〇野村ゆかり（兵庫教育大学修了生） 

〇押田 貴久（兵庫教育大学） 

11:10～11:35 小学校の地域連携マネジメントにおける教師の新たな学びに関する研究 ―学校

支援ボランティア活動に着目してー 

〇Cakir Murat（関西外国語大学） 

11:35～12:00 共同討議 
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【2日目】 6月4日 （土）  13：30～16：30           

 

シンポジウム 

新しい教育の形と教育経営 
 

 

【企画趣旨】 

今日的な課題の多様化（少子高齢化，学校の小規模化と大規模統廃合，貧困や特別支援などの課題の複雑化）

に加えてcovid-19の拡大，GIGAスクールなど，学校は多くの社会的問題に翻弄されながらその教育の在り方を問

い直すことを求められている。中央教育審議会の2021年1月答申は，このような社会の環境変動を踏まえつつ，

改めて学校の役割や存在意義を「令和の日本型学校」という形で提示し，それに続けて「令和の日本型学校を

支える教員の新しい学びの姿」を議論しようとしている。 

 しかし，多様な学びを保障するものとして教育を考えたとき，その新しい形（すなわち学びの機会・場・枠

組みなど）は学校教育のみに閉じられたものではない。課題の複雑化とともに，学校の外でも多様なアクター

が，社会の問題，子どもの問題にリンクする形で多様な学びを保障しようと模索している現実がある。教育行

政や教育経営は，学校経営にとどまらずに広い視野をもって新しい教育の形を議論しなければならない地平に

立っているといえる。当然に学校がそこにどのように関わるかという問題が議論されなければならないが，学

校のみを主語とするのではなく，これからの社会（コミュニティ）の在りようを展望し，あるいは模索しよう

としている多様な人々 を主語とする教育の在り方を議論することが必要なのではないか。 

 本シンポジウムでは，以上のような問題意識から，教育と福祉・中央－地方・少子高齢化などの視点を含め，

それぞれの報告者が考える新しい教育の形とはどのようなものであるか，その形へ向かうための実践に関わる

人々 の思いや取り組みの実際，何が障壁となるのかなどをお示しいただき，今考えなければならない教育経営

の課題を問いたい。「少子高齢化する地方」という地域的状況も背景に置きながら，それにとどまらず広く新し

い教育の形を模索する契機となるようなシンポジウムとなることを期待している。 

 

【シンポジスト】 

・つながりのデザイン 韮澤  篤（十日町市社会教育委員） 

・withコロナ時代における教育・福祉の機会保障をめぐる制度的課題と展望 

─地方自治体における「セーフティ・ネット」の構築に焦点を当てて─ 

 荒井 英治郎（信州大学） 

・デジタル化できる/できない教育エコシステム 

─変貌するケア・学習のマネジメント─ 末冨  芳（日本大学） 

 

【司 会】辻村 貴洋(上越教育大学），辻野 けんま（大阪公立大学） 
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【2日目】 6月4日 （土） 16：45～17：45           

 

総  会（学会員のみ） 
 

総会を欠席する会員は，次の URLにアクセスして，「委任状」を必ず事前にご提出ください。 

https://forms.gle/rTCWHC4DqvK2gzMG6 

（こちらのＱＲコードからもアクセス可能です。 ☞ ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2日目】 6月4日 （土） 18：00～20：00        

 

オンライン懇親会 
 

Zoomでのオンライン懇親会を開催いたします。 

詳しくは，「参加者マニュアル」をご確認ください（「参加者マニュアル」は，５月下旬

に研究大会用ウェブサイトに掲載いたします）。 

https://forms.gle/rTCWHC4DqvK2gzMG6
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【３日目】 6月５日 （日） 9：25～12：00             

 

自由研究発表５ 
 

 【司会】 大野 裕己（滋賀大学） 

  加藤 崇英（茨城大学） 

 

 

9:25～9:30 司会挨拶 

9:30～9:55 学校課題の解決を通した校長の学びと組織開発 

〇井上 博文（札幌市立札苗小学校） 

9:55～10:20 学校組織の個業化を改善し，組織と個をつなぐ校内研修の開発－SWOT/クロス

分析による実践を手掛かりにして－ 

〇國定 佑基（足利市立協和中学校） 

10:20～10:45 学校の「当たり前」を問い直す組織学習を可能にする要因に関する検討 ー千代田

区立麹町中学校における学校改革の事例分析よりー 

〇花上 晃一（上越教育大学大学院・院生） 

10:45～11:35 学校づくりにおける「環境」概念に関する考察 

◯曽余田浩史（広島大学） 

◯曽余田順子 

11:35～12:00 共同討議 
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【３日目】 6月５日 （日） 9：25～12：00             

 

自由研究発表６ 
 

 【司会】 阿内 春生（横浜市立大学） 

      押田 貴久（兵庫教育大学） 

 

 

9:25～9:30 司会挨拶 

9:30～9:55 服務規律の厳正確保についての考察 

〇藤岡 孝敏（南九州市立川辺小学校） 

9:55～10:20 スクールロイヤー制度の多様性と課題 --- 弁護士側の視点からの考察 

〇高橋 寛人（石巻専修大学） 

10:20～10:45 学校の危機管理体制構築における官僚制組織の功罪 

◯福本 昌之（広島市立大学） 

湯藤 定宗（玉川大学） 

10:45～11:10 言説的制度としての学習指導要領改訂―教育課程審議会答申と中央教育審議会

答申における「必要」の分析― 

◯水本 徳明（同志社女子大学） 

11:10～11:35 共同討議 
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【３日目】 6月５日 （日） 9：25～12：00             

 

自由研究発表７ 
 

 【司会】 榊原 禎宏（京都教育大学） 

      平井貴美代（山梨大学） 

 

 

9:25～9:30 司会挨拶 

9:30～9:55 私立学校の旅費規程に関する一考察 

〇國見 俊介（青山学院総務部総務課）  

9:55～10:20 私立高校の雇用実態にみる教員の非専門職化 

〇中村 雄一郎（筑波大学） 

10:20～10:45 教職はブラックか？―データから捉えるウェルビーイングへの貢献 

〇本図 愛実（宮城教育大学）  

10:45～11:35 初任期から中堅期への移行に伴う教員の変容ーA県の教員追跡調査の分析から 

〇妹尾 渉 （国立教育政策研究所） 

〇川上 泰彦（兵庫教育大学）  

11:35～12:00 共同討議 
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【３日目】 6月５日 （日） 9：25～12：00             

 

自由研究発表８ 
 

 【司会】 高橋 望 （群馬大学） 

       山下 晃一（神戸大学） 

 

 

9:25～9:30 司会挨拶 

9:30～9:55 廃校利活用の事例研究 

〇ZHASUNA（新潟大学大学院現代社会文化研究科博士後期課程）  

9:55～10:45 子どもの貧困対策としての学校と地域の連携推進－地域連携担当教職員の配置

とマネジメントに関するアンケート調査から 

○柏木 智子（立命館大学)  

〇諏訪 英広（川崎医療福祉大学） 

○田中 真秀（大阪教育大学）  

10:45～11:35 新型コロナウイルス感染症を契機とした「学校」の再定義―学校再開プロセスの検

証（その１）－ 

〇元兼 正浩(九州大学)   

〇佐藤 博志(筑波大学)   

〇篠原 岳司(北海道大学)  

仲田 康一(法政大学)  

柏木 智子(立命館大学)  

〇辻野けんま（大阪公立大学） 

金子 研太（九州共立大学） 

鄭 修娟 （九州女子短期大学） 

兼安 章子（福岡教育大学）  

11:35～12:00 共同討議 
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【３日目】 6月5日 （日） 13：30～16：30 

              

課 題 研 究 

教育経営学研究の新機軸の探究（１） 
 

【課題設定の趣旨】 

 新型コロナウイルス感染症の世界的な流行により，私たちは大きな影響を受けている。コロナ禍

といわれる状況にあって，学校教育をはじめとして，私たちの生活の様々な面に，思いがけない変

化が生じていると言える。こうした変化は，新型コロナウイルス感染症により突如，生じたものと

いうよりも，従来から認識されていた問題や潜在的に進行していた問題が，拡大したり，顕現化し

たりして，複雑になりつつある，より深刻になりつつあると捉えることもできるかもしれない。そ

うであるならば，いつから，どのように社会が変わりつつあると認識すべきか，あらためて，検討

することが必要であろう。 

 世界的に見れば，2001 年のアメリカでの同時多発テロが与えた衝撃が大きな転機となっている。

それは，学問研究にも多大な影響を与えている。例えば，同時多発テロのむき出しの暴力が，「極端

な構築主義や言語中心主義からの乖離ならびに身体や感情の重視を促進した」側面があり，そうし

た傾向がコロナ禍によりいっそう強められ，歴史学における感情史研究が脚光を浴びている（ヤ

ン・ブランバー（森田直子監訳）『感情史の始まり』みすず書房，2020年）。 

 日本では，東日本大震災，原発事故，さらに遡れば，阪神淡路大震災，オウム真理教の事件，バ

ブル崩壊が，同時多発テロの影響を受けながら，大きく社会のあり方を変容させた，あるいは様々

な意味で社会を動揺させたと言えるのではないか。そのような状況の中で，学校での教育を難しく

させ，教職員の多忙化をもたらす要因になっていることが考えられる。 

 では，教育経営学の研究は，このような状況の変化を的確に捉えられているであろうか。また

我々は，上記のような社会の変化をどのように捉え，どのような用語で表現してきたであろうか。

「複雑化」「不確実性」「高度化」といった用語で表現してきているように思われるが，そのような

捉え方は，今日の状況を的確に捉えているであろうか。問題の本質を表現した用語とは言えないの

ではないか。またそもそもこれまでの教育経営学の研究枠組みが，社会状況の大きなうねりにうま

く対応したものになっているであろうか。 

 以上のような問題意識に基づき，本課題研究では，今日の社会状況，とりわけコロナ対応に関わ

る文献をレビューすることにより，主として，教育経営学研究の成果やその言説を分析し，研究の

限界を探ることにより，これからの研究の新機軸を探究する基礎作業を行うことを目的とする。 

 報告は，第一に，コロナ対応関連の文献をレビューし，そこでの問題の捉え方，用いられている

概念，問題提起，提案されていることを分析し，その特徴を整理する。第二に，今日の状況に対し

て，教育経営学の理論，概念の有効性，限界を分析する。第三に，他の研究領域，とりわけ人を対

象とする学問研究の研究者から，今日の社会状況の本質について問題を提起してもらう。これらを

通して，教育経営学研究の限界とその克服のための課題を議論する。 

【報告】 

コロナ禍の教育言説の検討と教育経営学研究への示唆 古田 雄一（筑波大学） 

コロナ対応と教育経営学理論の限界          三浦 智子（兵庫教育大学） 

臨床心理学の立場からの問題提起    小松 貴弘（神戸松蔭女子学院大学） 

【司会】 

 照屋 翔大（沖縄国際大学），竺沙 知章（京都教育大学）  
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【３日目】 6月5日 （日） 13：30～16：30    

 

実践研究フォーラム 

日本教育経営学会における教育経営実践事例とは何か 
 

【課題設定の趣旨】 

今期実践推進委員会では，教育経営の学を探求する本学会における「教育経営実践」とは何であるのかとい

う大きな問いを意識しながら，その実践事例を掘り出し，論文化し，広く会員内で共有していくことの意味や

必要性，その課題について検討を進めることをミッションとして活動を計画してきた。 

本学会では，過去にも幾度となくこの課題に取り組んできている。『教育経営の臨床的アプローチ』に関する

議論はその中でもまとまった論点を提示した好例であろう。しかし，この議論は「教育経営」および「実践」

概念の深遠さゆえに，必ずしも一つの結論に至っているわけではない。その後の社会状況の変動とともに構成

員が多様化し，議論される「実践」の範囲も幅の広いものとなってきている。そして，それとともに，我々 が

共有すべきなのは「実践研究」なのか，「実践事例そのもの」なのかといった実践への向き合い方も多様な解釈

に開かれた状態である。これは，もっと具体的に言えば，紀要への投稿や，研究大会での研究発表の際の研究

倫理面での懸念や，事例を文章化することに伴う抽象化の問題，一般化や汎用性・実証性と引き換えに実践の

文脈やリアリティが削ぎ落されていく問題など，「実践事例」を扱う難しさにもつながっている。 

これらの困難な課題について，即時的に共有可能な答えを見出すことは期待しがたい。しかし，少しずつで

も困難を紐解き，多くの会員が集まっている場で議論し，共有可能な方向性を模索していくことは不可欠であ

ろう。そこで今回は，まず紀要における「教育経営の実践事例」という投稿ジャンルが何を重視してきたのか

を考えることを糸口とし，そこから続けて，実践事例の「良い報告の仕方（good report of practice）」とはどのよ

うなものなのかを吟味してみたい。 

事例にフォーカスすれば，自ずとそれは規範化をもたらすことになる。誰にとっての goodなのか，どのよう

な意味で goodなのか，まずその点を相対化して捉え，教育経営学の在りようと結びつけながら広い議論を展開

できればと考えている。 

 

・これまでの紀要における＜実践事例＞の扱いの変遷－内容と重視してきたこと  

                         石崎 ちひろ（常磐短期大学） 

・実践事例の「良い報告の仕方（good report of practice）」をどう考えるか 

 ～事例からもたらされる情報・知見の特徴とその価値から～ 

 髙谷  哲也（鹿児島大学） 

・実践事例の「良い報告の仕方（good report of practice）」をどう考えるか 

 ～事例の価値はどこから来るのか～        朝倉  雅史（筑波大学） 

 

【司会】 安藤 知子（上越教育大学） 
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